
神戸の本棚・今月オススメの一冊

神戸市立中央図書館　楠　多恵

価格3,045円（税込）

Book Review

くすりと健康 一般社団法人
神戸市薬剤師会

ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
と
、
胃
や
小
腸
で

吸
収
さ
れ
血
管
を
通
り
、
ま
ず
肝
臓
に

運
ば
れ
ま
す
。
そ
こ
で
分
解（
代
謝
）さ

れ
ア
セ
ト
ア
ル
デ
ヒ
ド
に
変
化
し
、
そ
の

後
、
酢
酸
を
経
て
最
終
的
に
は
水
と
二

酸
化
炭
素
に
な
っ
て
体
外
に
排
出
さ
れ
ま

す
。
こ
の
代
謝
を
受
け
る
際
に
は
、「
酵

素
」と
い
う
物
質
が
働
い
て
ア
ル
コ
ー
ル
の

分
解
を
助
け
て
お
り
、
そ
の
処
理
ス
ピ
ー

ド
は
、
一
般
的
に
日
本
酒
1
合
で
約
3

時
間
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
個
人
差
が

大
き
く
、
ほ
と
ん
ど
処
理
で
き
な
い
人

（
お
酒
に
弱
い
人
）も
い
れ
ば
、
と
て
も
処

理
が
速
い
人（
お
酒
に
強
い
人
）も
い
ま
す
。

処
理
ス
ピ
ー
ド
を
超
え
て
摂
取
し
た
ア
ル

コ
ー
ル
は
、
血
液
を
通
し
て
全
身
に
運
ば

れ
、
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
作
用
を
及
ぼ
し
ま

す
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
脳
の
中
枢
神
経
の

働
き
を
抑
え
る
作
用
が
あ
り
、
少
な
い
量

で
は
理
性
を
コ
ン
ロ
ト
ー
ル
し
て
い
る
部
分

を
抑
え
る
の
で
、
本
能
や
感
情
が
表
に

出
て
き
ま
す
。
こ
れ
が
酔
っ
た
状
態
で
、

解
放
感
や
多
幸
感
が
み
ら
れ
ま
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
の
量
が
増
え
る
に
し
た
が
っ
て
、
抑

え
ら
れ
る
脳
の
部
分
が
増
え
て
い
き
、
記

憶
が
な
く
な
っ
た
り
、
運
動
領
域
が
麻
痺

す
る
と
、
ふ
ら
つ
い
た
り
千
鳥
足
に
な
っ

た
り
し
ま
す
し
、
呼
吸
中
枢
ま
で
麻
痺

す
る
と
呼
吸
が
止
ま
り
、
最
悪
の
場
合

は
死
に
い
た
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
ア
ル
コ
ー

ル
は
飲
ん
で
か
ら
吸
収
さ
れ
脳
に
行
く
ま

で
30
分
か
ら
1
時
間
か
か
る
の
で
、
そ
の

間
に
大
量
に
飲
酒
す
る
と
酔
い
を
自
覚
す

る
こ
ろ
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
脳
に
作
用
し

て
自
制
心
が
利
か
な
く
な
り
、
さ
ら
に
飲

ん
で
し
ま
う
危
険
性
が
あ
り
ま
す
。

さ
て
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
薬
の
関
係
で
す

が
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
中
枢
神
経
系
を
抑

え
る
作
用
や
血
管
を
広
げ
る
作
用
が
あ

り
、
同
じ
よ
う
な
作
用
を
持
つ
薬
と
一
緒

に
飲
む
と
、
そ
の
作
用
が
重
な
っ
て
お
互

い
の
効
果
や
副
作
用
が
強
く
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
た
と
え
ば
、
催
眠
鎮
静
薬
、

抗
不
安
薬
、
抗
う
つ
薬
、
抗
て
ん
か
ん

薬
、
抗
ア
レ
ル
ギ
ー
薬
、
血
管
拡
張
薬
、

血
圧
降
下
薬
な
ど
な
ど
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
ほ
か
に
も
、
ア
ル
コ
ー
ル
に
は
胃
の
粘

膜
を
荒
ら
す
作
用
も
あ
る
の
で
、
同
じ
よ

う
に
胃
の
粘
膜
に
作
用
す
る
解
熱
鎮
痛
薬

も
一
緒
に
飲
む
と
よ
く
な
い
と
い
え
ま
す
。

ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
は
肝
臓
で
代
謝
を

受
け
る
の
で
、
同
じ
肝
臓
で
代
謝
を
受

け
る
薬
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
が
処
理
さ
れ
て
い

る
間
、
処
理
が
な
か
な
か
進
み
ま
せ
ん
。

そ
の
逆
に
薬
の
処
理
を
す
る
間
、
ア
ル

コ
ー
ル
の
処
理
が
進
ま
な
い
場
合
も
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
長
い
間
、
薬
ま
た
は
ア

ル
コ
ー
ル
が
体
の
中
に
留
ま
り
、
必
要
以

上
に
作
用
が
強
ま
っ
た
り
、
副
作
用
が
起

こ
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
た
と

え
ば
、
抗
生
物
質
、
血
糖
降
下
薬
、
抗

う
つ
薬
、
抗
凝
血
薬
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
ア
ル
コ
ー
ル
と
薬
は
一
緒

に
飲
む
と（
多
少
時
間
を
空
け
て
も
）よ

く
な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、
薬
を
服
用
中

は
飲
酒
を
控
え
る
か
、
医
師
ま
た
は
薬

剤
師
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

（
北
区

　薬
局
エ
ビ
ラ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー

松
本 

博
志
）

ア
ル
コ
ー
ル
と
薬

『ピアニスト小倉末子と東京音楽学校』
津上智実／橋本久美子／大角欣矢 著
（東京藝術大学出版会）

小倉末子は、大正から昭和前期にピア
ニストとして活躍し、海外で認められたおそ
らく最初の日本人です。
末子は1891（明治24）年、東京に生ま
れ、幼少の頃から神戸在住の長兄の元に
預けられました。ドイツ人である兄嫁に育て
られることでピアノと出会い、神戸女学院
で音楽教育を受けました。
1911（明治44）年、東京音楽学校に入
学しましたが、わずか半年で退学してベルリ
ン音楽院に留学しました。しかし、卒業を目
前にして第一次世界大戦が勃発したため、
アメリカに逃れます。ニューヨークに着いた
末子は、アメリカ各地で演奏会に出演し高
い評価を受けました。1916（大正5）年に
帰国してからは、ピアニストとして活躍を続け
る一方、東京音楽学校の教授を務めました。
太平洋戦争が始まると、戦時体制の強
化に伴い芸術家の活動も制約を受けるよう

になりました。東京
音楽学校でも厳しい
締め付けのため、1
944（昭和19）年、
教授40人余りが辞職しました。その中に小
倉末子の名もありました。
辞職から約半年後、末子は53歳で突然
の死を迎えます。戦争末期の時代の荒波に
のまれて、録音を残さなかった末子の存在は
忘れられていきました。
昨年、神戸女学院が創立135周年記念
行事として小倉末子記念コンサートを開くな
ど、近年ようやくその業績が再認識されるよ
うになりました。
この本は小倉末子の生涯と、東京音楽学
校の歴史を重ね合わせて記述しています。ま
た、随所に挟まれたコラムでは当時の音楽
界の様子が解説されており、明治から戦前
の音楽事情がわかる入門書ともなっています。
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